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以下、本文別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式７別紙  

 

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目：修験道組織の形成と地域社会 

 

 学位申請者 長谷川 賢二 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 川合 康 

  副査 大阪大学教授   村田 路人 

  副査 大阪大学准教授  市 大樹 

                             副査  京都学園大学教授 平 雅行 

 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、中世における熊野三山検校・聖護院門跡を中核とする修験道組織（本山派）の形成過程、ならびに、

阿波国における事例を中心として、修験道の末端にかかわる山伏や霊山の地域的な実態について検討するもので

ある。修験道は、これまで日本独特の宗教とされたり、原始古代以来のものとされたりしてきたが、本論文は、

13世紀末から 14世紀に顕密仏教の構成要素の一つとして修験道が成立したことを重視し、修験道の検討を通じて

中世における寺院や宗教者のあり方をとらえ直すことを目的とする。本文は、序章・第１部（全４章）・第２部（全

５章）・終章から構成され、総頁数はＡ５判 320 頁であり、400 字詰め原稿にして約 750 枚である。 

 序章では、戦前からの修験道史研究の研究史を総括し、本論文の主要な課題を提起する。第１部「熊野三山検

校・聖護院門跡と熊野先達」は、中世後期における聖護院門跡による熊野三山検校職の相承の背景や熊野先達・

山伏の組織化、当該期の在地寺院における先達・山伏の存在形態、自律的ネットワークの形成と意義などを追究

する。第１章では、聖護院門跡による三山検校職の相承や熊野先達・山伏の組織化について検討し、本山派の形

成が中世後期の室町殿権力と密接に関わっていたことを指摘した。第２章では、修験道組織の末端に編成される

熊野先達・山伏について、熊野及び三山検校・聖護院門跡との関係の推移を分析し、中世前期には先達は熊野が

帰属先と認識され、その指揮下に入っていたが、中世後期には先達・山伏の自律性が高まり、自らの意思で三山

検校である聖護院門跡に服属したことを論じた。第３章では、熊野三山検校のもとに置かれた三山奉行について

検討し、14世紀の熊野の情勢変化への対応として三山検校によって置かれたものであり、熊野三山奉行と乗々院・

若王子の一体化は、寺門派内部の再編と連動していたことを明らかにした。第４章では、近江国伊吹山観音寺を

中心に、寺内集団としての山伏のあり方や、山伏の地域的な自律的ネットワークの形成、三山検校・聖護院門跡

との関係について総合的に論じ、修験道組織が既存の寺内秩序や本末関係に抵触せずに展開する様相を解明した。 

 第２部「山伏と山岳霊場の地域的展開」では、主として南北朝時代以降の阿波国における事例をもとに、在地

レベルでの熊野先達・山伏や霊山の具体相を明らかにする。第１章では、阿波国麻殖郡の熊野先達である十川先

達の基盤や先達間の調整システムを検討し、中世に本山派に編成された徴証がなく、在地レベルの自生的な先達・

山伏の結合組織が 16世紀末まで展開したことを指摘した。第２章では、16世紀後半の「天正の法華騒動」におい



て、大滝山系真言修験と忌部修験の二系列の山伏集団が対抗したとする先行研究を批判し、当該期の阿波国の山

伏集団の実態を論じた。第３章では、中世阿波国の代表的な霊山である高越山に成立した高越寺が、12 世紀の弘

法大師信仰霊場から、中世後期には修験道の霊場として定着していくことを明らかにした。第４章では、14 世紀

に書写された徳島県神山町勧善寺所蔵大般若経奥書にみられる三宝院流熊野長床衆に注目し、天台寺門派と真言

宗の狭間にあった山伏のあり方を指摘した。第５章では、阿波国熊野長床衆や備前国児島山伏、讃岐国大般若経

写経僧などに触れながら、熊野信仰をただちに寺門派に結びつけて理解するのではなく、宗派性の曖昧さを認識

する必要があることを指摘した。終章では、本論文の全体を総括するとともに、今後の課題として、修験道のあ

り方には本山派・当山派だけではなく、幅広い「可能性」があったことに着目すべきであることを提起する。 

【論文審査の結果の要旨】 

 修験の歴史学的研究は、実質的に和歌森太郎『修験道史研究』（1943 年）から始まった。ここで和歌森は、古代

から近世初頭にいたる、修験道の成立・展開過程について基本的な枠組みを提示した。しかしその後の研究は、

民俗学的アプローチが中心となったため、歴史学的な研究の深化は充分でなかった。1975 年に黒田俊雄が顕密体

制論・寺社勢力論を提起すると、寺院史研究が一挙に花開き、そのなかで、修験道を顕密仏教・寺社勢力の一環

として捉え直す研究が相次ぐようになる。申請者は、そうした視角からの研究を牽引してきた代表的研究者であ

る。 

 本論文の第一の成果は、修験道本山派の歴史的な成立過程を実証的に明らかにしたことである。特に、近江国

伊吹山観音寺を主な素材としながら、鎌倉末・南北朝時代における地域の山伏の実態を鮮やかに解明しており、

そのなかで、①地域の顕密寺院においては、山伏は下位の寺僧と位置づけられていたが、他方で彼らは、所属寺

院や本寺の枠を超えて、近隣寺院の山伏と結合しており、さらにそれは一国単位での山伏の組織化に至った、②

山伏の地域組織は、山伏をめぐる相論を自力で解決していたが、守護勢力等の介入に対抗するため、熊野三山検

校に頼るようになり、これが聖護院門跡による山伏編成の歴史的前提となった、ことを明らかにした。 

 このほか、聖護院門跡が熊野三山検校を独占するようになった背景に、道意・満意が室町殿の祈 で中核的な

役割を果たしていた事実の指摘や、熊野三山奉行と乗々院・若王子が一体化する歴史過程の検討なども、貴重な

成果といえるだろう。 

 本論文の第二の成果は、史料を博捜・精査することによって、中世後期阿波国における山伏や霊山の具体相を

明らかにしたことである。そして、①16世紀中葉には阿波においても、宗派や本末関係を超越した一国規模の山

伏の結合組織が形成されており、地域においては、宗派の枠組みにとらわれない動きがみえること、②中世阿波

の修験道史を大滝山系真言修験と忌部修験の二派の対立・展開と捉える先行学説はその史料的根拠が崩壊してい

ること、③中世阿波の代表的霊山である高越山高越寺が、弘法大師信仰の霊場から修験道の霊場へと展開してい

ったこと等を、明らかにしている。 

 もちろん、残された課題も多い。史料的な制約があるとはいえ、熊野三山衆徒を本格的にとりあげなかったこ

とが、熊野三山の支配体制の構造的変化を見通すことを困難にしたし、熊野三山検校や別当等の分析についても

なお課題を残している。しかし丹念な史料収集と厳密な分析にもとづいて地域社会における修験道の実態を解明

した本論文は、修験道史や仏教史はもちろんのこと、中世後期の地域史研究への重要な貢献として、研究史に残

るであろう。 

 よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


